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わたしたちの郷土 下野市は、姿川と田川が生んだ豊かな土壌と、水・ひかり・

風のおだやかな自然環境に恵まれています。 

先人達は、ここに美しい田園の景観や古い歴史と伝統をはぐくみ、継承してき

ました。 

わたしたちは、このふるさとを愛し、薫り高い文化を育て、住みよい田園都市

をめざして、ここに憲章を定めます。 

 

1 自然を大切にし みどりあふれる美しいまちをつくります 

1 いのちを尊び 心の通う明るいまちをつくります 

1 みんなで学びあい 文化のかおるまちをつくります 

1 働くことをよろこび くらし豊かなまちをつくります 

1 力をあわせ 夢がひろがるたのしいまちをつくります 

 

市の木「けやき」 

市の鳥「うぐいす」 市の花「ゆうがお」 
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平成１８年１月１０日に誕生した下野市は、平成２７年度で市制施行 

１０周年を迎えました。合併後の下野市は、「新市建設計画」や「下野市 

総合計画」で掲げた将来像「思いやりと交流で創る新生文化都市」の実 

現を掲げ、着実に自律した市として発展を遂げようとしております。 

１０年間の歩みの中で、地方分権の進展、少子高齢化の進行、経済 

の低迷、更には未曽有の大災害となった東日本大震災など、社会情勢 

の急激な変化は、市政にも大きな影響を及ぼしております。 

 特に、人口減少問題は深刻で、平成２６年５月に「日本創成会議・人口減少問題検討分科会」

が発表した、いわゆる「消滅自治体レポート」では、このまま手を打たなければ、将来、約半

数の自治体が人口減少に歯止めがかからず、事実上、存続できなくなるとする衝撃的な内容で

した。 

将来にわたり活力ある社会を維持することが国家的課題となり、国は「まち・ひと・しごと

創生法」を制定し、活力ある地域社会を形成するための「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

が全国の自治体において策定されました。 

 これらの社会情勢の変化をはじめ、住みやすく幸福感が高いという市民意識調査の結果等を

踏まえ、更に魅力あるまちとしてステップアップを図るため、「ともに築き 未来へつなぐ 幸

せ実感都市」を将来像に掲げた「第二次下野市総合計画」を策定いたしました。 

将来像の実現には、「下野市自治基本条例」が道標として掲げる「市民との協働によるまち

づくり」が極めて重要となることから、副題には、市民が主役の市民との協働によりまちづく

りを進めていくという、本市のまちづくりの理念を込め、「人・自然・文化が織りなす 知恵

と協働でつくる下野市」といたしました。 

計画の策定にあたりましては、これまでの１０年間の市政の成果や課題を検証するとともに、

市民意識調査や中高校生へのアンケート、更に子ども未来プロジェクト、市民懇談会や関係団

体懇談会からの提案など、市民ニーズの把握に最大限に努め、住みよさ県内ナンバー１を目指

し、各種施策の相乗効果を最大限に高めるため、前期基本計画に「しもつけ重点プロジェクト」

を掲げたところです。 

今後とも、本市の充実した医療環境、豊かな自然、多彩な歴史文化資源、更に優位な交通利

便性など、これらの地域資源を最大限に活用し、県内トップクラスの財政健全性を堅持しなが

ら、この「第二次下野市総合計画」を着実に推進し、市民の皆様とともに、すべての市民が幸

福感を感じ、人や企業に選ばれる活力あるまちづくりを目指してまいります。 

結びに、本計画の策定にあたり、活発なご意見・ご提言をいただきました下野市総合計画審

議会委員の皆様、市議会議員をはじめ、多くの市民の皆様に心から感謝を申し上げます。 

平成２８年３月 

下野市長  広 瀬 寿 雄 

は じ め に 
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